
(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　柱、床梁及び天井梁が枠形状に組み立てられて構成され、相互に対向するそれぞれ一対
の２組の天井梁のうち、第１組の一対の天井梁の一方が他方よりも低い位置で上記柱に接
合され、
　第２組の一対の天井梁が、上記第１組の両天井梁と略連続するようにして傾斜して上記
柱に接合され、
　これらの上記第１組及び上記第２組の天井梁の上方に屋根パネルが設置可能に構成され
た建物ユニットであって、
　上記第２組の天井梁の少なくとも上記傾斜の高い位置側にある端部が、上記第１組の天
井梁の柱接合位置よりも下方位置で上記柱に接合され、この傾斜の高い位置側にある端部
は水平に屈曲したジョイントピースを介して該柱に接合され
　

ことを特徴と
する建物ユニット。
【請求項２】
　柱、床梁及び天井梁が枠形状に組み立てられて構成された建物ユニットに屋根パネルが
載置されて構成されたユニット建物の屋根構造において、
　上記建物ユニットは、相互に対向するそれぞれ一対の２組の天井梁のうち、第１組の一
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、
第１組の一対の天井梁の一方が接合される柱の上端部に台座を固定するとともに、第１

組の一対の天井梁の他方が接合される柱の上端部に台座を固定し、それらの各台座に屋根
パネルの傾斜に沿う支持面を設け、屋根パネルをそれらの各台座に支持した



対の天井梁の一方が他方よりも低い位置で上記柱に接合され、第２組の一対の天井梁が、
上記第１組の両天井梁と略連続するように傾斜して上記柱に接合され、この第２組の天井
梁の少なくとも上記傾斜の高い位置側にある端部が、上記第１組の天井梁の柱接合位置よ
りも下方位置で上記柱に接合され、この傾斜の高い位置側にある端部は水平に屈曲したジ
ョイントピースを介して該柱に接合され、
　

　上記屋根パネルの下面に天井根太及び天井面材を含む天井構造体が設置されたことを特
徴とするユニット建物の屋根構造。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は、建物ユニットと、この建物ユニットを用いたユニット建物の屋根構造に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
柱、床梁及び天井梁が枠形状に組み立てられた複数の建物ユニットに屋根パネルを設置し
て構成されるユニット建物の屋根構造として、特開平 9-125585号公報に記載の発明がある
。この公報記載の発明は、上部に傾斜面を含んで箱形に形成された台形ユニットの上記傾
斜面に沿って、屋根パネルを取り付けて構成されたものである（第１従来技術）。この第
１従来技術においては、図８に示すように、台形ユニット１と屋根パネル２との間に、束
やトラス等の屋根支持体３が設置される。
【０００３】
また、ユニット建物の屋根構造の第２従来技術として、図９及び図１０に示すものがある
。この第２従来技術では、建物ユニット１０は、柱１１、床梁１２及び天井梁１３が枠形
状に組み立てられてなり、天井梁１３を構成する一方の桁天井梁１３Ａが他方の桁天井梁
１３Ｂよりも低い位置で柱１１に接合され、天井梁１３を構成する妻天井梁１３Ｃ及び１
３Ｄが、上記桁天井梁１３Ａ及び１３Ｂと同一水平位置でジョイントピース１４を介し柱
１１に接合されて傾斜配置されたものである。そして、これらの天井梁１３Ａ～１３Ｄ間
に、それぞれ複数本の天井根太１５及び１６が互いに直交して配置され、天井根太１５の
下面に天井面材１７が固着されて、建物ユニット１０の天井部１８が構成される。
【０００４】
この建物ユニット１０に載置される屋根パネル１９は、屋根根太２０の上面に屋根面材２
１が固着されてなり、屋根根太２０の下面に固定金具２２が屋根根太２０と直交して取り
付けられる。この固定金具２２が建物ユニット１０の妻天井梁１３Ｃ及び１３Ｄに掛け渡
されて、屋根パネル１９が建物ユニット１０の天井部１８に支持される。尚、図１０中の
符号２３は、ルーフウィンドウの取付木枠である。
【０００５】
【発明が解決しようとする課題】
ところが、図８に示すように、直方体形状の複数の建物ユニット４のうちの一の建物ユニ
ット４上に、切妻屋根状の屋根面を備えた屋根ユニット５を設置し、上記複数の建物ユニ
ット４に隣接して第１従来技術の台形ユニット１を配置する場合には、屋根パネル２、屋
根パネル６を建物ユニット４の屋根面に連続させるために、高さの異なる多種類の屋根支
持体３、７を使用しなければならず、コストが上昇してしまう。
【０００６】
また、第２従来技術においては、屋根パネル１９の高さ調整を、高さの異なる固定金具２
２を用いて実施しているが、この第２従来技術では、建物ユニット１０の天井梁１３Ａ～
１３Ｄに天井根太１５及び１６を装架して天井部１８を設けなければならないので、建物
ユニット１０の生産性を向上させることができない。
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第１組の一対の天井梁の一方が接合される柱の上端部に台座を固定するとともに、第１
組の一対の天井梁の他方が接合される柱の上端部に台座を固定し、それらの各台座に屋根
パネルの傾斜に沿う支持面を設け、屋根パネルをそれらの各台座に支持し、



【０００７】
更に、この第２従来技術では、屋根パネル１０と天井部１８との間に、固定金具２２の高
さ相当分の隙間２４が形成されるので、建物ユニット１０の天井部１８の高さを上昇させ
ることができない。
【０００８】
本発明の課題は、上述の事情を考慮してなされたものであり、請求項１又は２に記載の発
明では、屋根パネルを取り付けるためのコストを低減できる建物ユニットを提供すること
にあり、請求項３又は４に記載の発明では、建物ユニットの生産性を向上させることがで
きると共に、建物ユニットの天井高さを高く設定でき、更に、屋根パネルを取り付けるた
めのコストを低減できるユニット建物の屋根構造を提供することにある。
【０００９】
【課題を解決するための手段】
　請求項１に記載の発明は、柱、床梁及び天井梁が枠形状に組み立てられて構成され、相
互に対向するそれぞれ一対の２組の天井梁のうち、第１組の一対の天井梁の一方が他方よ
りも低い位置で上記柱に接合され、第２組の一対の天井梁が、上記第１組の両天井梁と略
連続するようにして傾斜して上記柱に接合され、これらの上記第１組及び上記第２組の天
井梁の上方に屋根パネルが設置可能に構成された建物ユニットであって、上記第２組の天
井梁の少なくとも上記傾斜の高い位置側にある端部が、上記第１組の天井梁の柱接合位置
よりも下方位置で上記柱に接合され、この傾斜の高い位置側にある端部は水平に屈曲した
ジョイントピースを介して該柱に接合され

ものである。
【００１１】
　請求項 に記載の発明は、柱、床梁及び天井梁が枠形状に組み立てられて構成された建
物ユニットに屋根パネルが載置されて構成されたユニット建物の屋根構造において、上記
建物ユニットは、相互に対向するそれぞれ一対の２組の天井梁のうち、第１組の一対の天
井梁の一方が他方よりも低い位置で上記柱に接合され、第２組の一対の天井梁が、上記第
１組の両天井梁と略連続するように傾斜して上記柱に接合され、この第２組の天井梁の少
なくとも上記傾斜の高い位置側にある端部が、上記第１組の天井梁の柱接合位置よりも下
方位置で上記柱に接合され、この傾斜の高い位置側にある端部は水平に屈曲したジョイン
トピースを介して該柱に接合され、

上記屋根パネルの下面に天井根太及び天井面材を含む天井構造体が設
置されたものである。
【００１３】
　請求項 記載の発明には、次の作用がある。
　第２組の天井梁の少なくとも一方の端部が、第１組の天井梁の柱接合位置よりも低い位
置で建物ユニットの柱に接合され、これらの柱が屋根パネルを支持することから、屋根パ
ネルを建物ユニット上に設置するために、これら屋根パネルと建物ユニットとの間に、高
さの異なる多種類の束やトラス等の屋根支持体を設置する必要がなく、従って、屋根パネ
ルを取り付けるためのコストを低減できる。
【００１４】
　請求項 に記載の発明には、次の作用がある。
　屋根パネルの下面に、天井面材及び天井根太を含む天井構造体が設置されたので、建物
ユニットの天井梁間に上記天井構造体を装架する必要がない。このため、建物ユニットの
天井部の組立てが容易となり、建物ユニットの生産性を向上させることができる。
【００１５】
また、屋根パネルの下面に天井面材及び天井根太を含む天井構造体が設置されたことから
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、第１組の一対の天井梁の一方が接合される柱
の上端部に台座を固定するとともに、第１組の一対の天井梁の他方が接合される柱の上端
部に台座を固定し、それらの各台座に屋根パネルの傾斜に沿う支持面を設け、屋根パネル
をそれらの各台座に支持した

２

第１組の一対の天井梁の一方が接合される柱の上端部
に台座を固定するとともに、第１組の一対の天井梁の他方が接合される柱の上端部に台座
を固定し、それらの各台座に屋根パネルの傾斜に沿う支持面を設け、屋根パネルをそれら
の各台座に支持し、

１に

２



、屋根パネルと天井構造体との間に隙間が生ぜず、屋根パネルを建物ユニットに載置した
ときの建物ユニットの天井高さを高く設定することができる。
【００１６】
　 根パネルが建物ユニットの柱に支持されて屋根パネルが建物ユニットに載置されたこ
とから、屋根パネルを建物ユニットに取り付けるために、これらの屋根パネルと建物ユニ
ットとの間に設置される、高さの異なる多種類の束やトラス等の屋根支持体を廃止でき、
このため、屋根パネルを取り付けるためのコストを低減できる。
【００１７】
【発明の実施の形態】
図１は、本発明に係る建物ユニットの一つの実施の形態を示す側面図である。図２は、図
１の建物ユニットに載置される屋根パネル及び天井構造体を示す側断面図である。図３は
、図２の屋根パネルのフレームを示す平面図である。図４は、図１及び図２における建物
ユニットの棟側の支持構造を示す側面図である。図５は、図４の V 矢視図である。図６は
、図１及び図２における建物ユニットと屋根パネルの軒先側の支持構造を示し、（Ａ）が
側面図、（Ｂ）が図６（Ａ）の VIＢ矢視図、（Ｃ）が図６（Ａ）の VIＣ矢視図である。図
７は、図２の VIIー VII 線に沿う断面図である。
【００１８】
図２に示すように、ユニット建物の屋根構造は、複数の建物ユニット３１、３２が水平方
向及び鉛直方向に隣接配置されてユニット建物３０が構築され、このユニット建物３０を
構成する上部の建物ユニット３１、３２に屋根パネル３３、３４が載置して構成される。
【００１９】
上記建物ユニット３２は、柱３５、床梁及び天井梁（ともに図示せず）が直方体の枠形状
に構成されたものであり、この建物ユニット３２上に屋根パネル３４が載置される。また
、建物ユニット３１は、図１に示すように、柱３６、床梁４４及び天井梁３７が、上部に
傾斜部を有する台形の枠形状に構成されたものであり、この建物ユニット３１に屋根パネ
ル３３が載置される。
【００２０】
建物ユニット３１の構成を更に詳説すると、天井梁３７は、相互に対向するそれぞれ一対
の第１組の天井梁としての桁天井梁３７Ａ及び３７Ｂと第２組の天井梁としての妻天井梁
３７Ｃ及び３７Ｄとからなる。一方の桁天井梁３７Ａが他方の桁天井梁３７Ｂよりも低い
位置で柱３６に接合される。また、両妻天井梁３７Ｃ及び３７Ｄは、その桁天井梁３７Ａ
側端部が、この桁天井梁３７Ａと同一水平位置で、ジョイントピース３８を介し柱３６に
接合され、また、桁天井梁３７Ｂ側端部が、この桁天井梁３７Ｂよりも低い位置で（例え
ば、妻天井梁３７Ｃ及び３７Ｄの上面が桁天井梁３７Ｂの下面と略同一位置となるように
）、ジョイントピース３９を介し柱３６に接合されて、傾斜配置される。ここで、ジョイ
ントピース３８及び３９は、柱３６に溶接され、これらのジョイントピース３８、３９に
妻天井梁３７Ｃ及び３７Ｄの両端部が溶接される。
【００２１】
一方、屋根パネル３３は、図２～図７に示すように、複数本の屋根根太４０の上面に屋根
面材４１が固着され、更に流梁４３、継梁４５及び軒梁４６を有して構成される。屋根根
太４０は、妻天井梁３７Ｃ及び３７Ｄと平行して延在される。また、上記流梁４３は、建
物ユニット３１の妻天井梁３７Ｃ、３７Ｄの上方に、これらの妻天井梁３７Ｃ及び３７Ｄ
と平行して一対配置される。上記継梁４５は、一対の流梁４３の棟側（桁天井梁３７Ｂ側
）に固定され、上記軒梁４６は、一対の流梁４３の軒先側（桁天井梁３７Ａ側）に固定さ
れる。
【００２２】
更に、上記継梁４５は、図４及び図５に示すように、流梁４３の桁天井梁３７Ｂ側にブラ
ケット５０を介してボルト固定される。また、上記軒梁４６は、図６に示すように、流梁
４３の桁天井梁３７Ａ側に台座５２がボルト固定され、この台座５２に両端部が溶接され
る。これらの継梁４５及び軒梁４６に掛け渡されて、図２に示すように、前記屋根パネル
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屋



３３の複数本の屋根根太４０が固定される。
【００２３】
そして、屋根パネル３３の下面に天井構造体４２が設置される。天井構造体４２は、図２
、図３及び図７に示すように、複数本の天井根太４７と、複数本の天井木桟４８と、天井
面材４９とを有して構成される。上記天井根太４７は、この屋根根太４０の下面に直交し
て固定される。また、上記天井木桟４８は、複数本の天井根太４７の下面に直交して固定
され、この天井木桟４８の下面に上記天井面材４９が固着される。
【００２４】
上述の屋根パネル３３は、図４及び図６に示すように、台座５１及び５２を用いて、建物
ユニット３１における柱３６の上端部に支持される。
【００２５】
つまり、図４に示すように、桁天井梁３７Ｂが固定される柱３６の上端部にジョイントピ
ン５３を用いて台座５１が固定され、この台座５１に取付ブラケット５４が固着される。
この取付ブラケット５４に流梁４３がボルト固定されて、屋根パネル３３の棟側が建物ユ
ニット３１の柱３６に支持される。また、図６に示すように、流梁４３の軒先側には、前
述の如く台座５２がボルト固定され、この台座５２が、桁天井梁３７Ａが固定された柱３
６の上端部に、ジョイントピン５５を用いて固定される。これにより、屋根パネル３３の
軒先側が建物ユニット３１の柱３６に支持される。
【００２６】
ここで、図７における符号６０は、妻天井梁３７Ｃ、３７Ｄに溶接された補強プレート６
１に固定される木桟であり、この木桟６０により内壁パネル６２が固着される。この木桟
６０に、複数本の天井木桟４８のうち最も妻天井梁３７Ｃ、３７Ｄ寄りの天井木桟４８が
固着される。また、符号６３は、妻天井梁３７Ｃ、３７Ｄに固定された木桟であり、この
木桟６３により外壁パネル６４が固着される。更に、符号６５は、断熱用のグラスウール
である。
【００２７】
上記実施の形態の建物ユニット３１によれば、次の効果▲１▼を奏する。
▲１▼妻天井梁３７Ｃ及び３７Ｄの桁天井梁３７Ｂ側の端部が、この桁天井梁３７Ｂより
も低い位置で建物ユニット３１の柱３６に接合され、これらの柱３６が屋根パネル３３を
支持することから、屋根パネル３３を建物ユニット３１上に載置するために、これらの屋
根パネル３３と建物ユニット３１との間に、高さの異なる多種類の束やトラス等の屋根支
持体３（図８）を設置する必要がなく、従って、屋根パネル３３を取り付けるためのコス
トを低減できる。
【００２８】
上記実施の形態のユニット建物３０の屋根構造によれば、次の効果▲２▼～▲４▼を奏す
る。
▲２▼屋根パネル３３の下面に、天井根太４７、天井木桟４８及び天井面材４９等を含む
天井構造体４２が設置されたので、建物ユニット３１の桁天井梁３７Ａ、３７Ｂ及び妻天
井梁３７Ｃ、３７Ｄ間に上記天井構造体４２を、図１０に示す第２従来技術の如く装架す
る必要がない。このため、建物ユニット３１の天井部５６が桁天井梁３７Ａ、３７Ｂ及び
妻天井梁３７Ｃ、３７Ｄで構成されて組立てが容易となり、建物ユニット３１の生産性を
向上させることができる。
【００２９】
▲３▼屋根パネル３３の下面に天井根太４７、天井木桟４８及び天井面材４９等を含む天
井構造体４２が設置されたことから、屋根パネル３３と天井構造体４２との間に隙間２４
（図１０）が生ぜず、屋根パネル３３を建物ユニット３１に載置したときの建物ユニット
３１の天井高さを高く設定できる。
【００３０】
▲４▼屋根パネル３３の流梁４３が建物ユニット３１の柱３６に一定高さの台座５１及び
５２を介して支持されて、屋根パネル３３が建物ユニット３１に載置されたことから、屋
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根パネル３３を建物ユニット３１に取り付けるために、これらの屋根パネル３３と建物ユ
ニット３１との間に設置される高さの異なる多種類の束やトラス等の屋根支持体３、７（
図８）を廃止できる。この結果、屋根パネル３３を取り付けるためのコストを低減できる
。
【００３１】
以上、本発明の実施の形態を図面により詳述したが、本発明の具体的な構成はこの実施の
形態に限られるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範囲の設計の変更等があっても
本発明に含まれる。例えば、妻天井梁３７Ｃ、３７Ｄの桁天井梁３７Ａ側端部が、この桁
天井梁３７Ａよりも下方位置で柱３６に接合され、桁天井梁３７Ｂ側端部が、この桁天井
梁３７Ｂと同一水平位置で柱３６に接合されても良い。また、妻天井梁３７Ｃ、３７Ｄの
両端部が桁天井梁３７Ａ、３７Ｂよりも下方位置で柱３６に接合されても良い。
【００３２】
更に、妻天井梁３７Ｃ、３７Ｄの一方が他方よりも低い位置で柱３６に接合され、桁天井
梁３７Ａ、３７Ｂが、これらの妻天井梁３７Ｃ、３７Ｄを略連接するように傾斜して柱３
６に接合されるとともに、桁天井梁３７Ａ、３７Ｂの少なくとも一方の端部が妻天井梁３
７Ｃ、３７Ｄの柱接合位置よりも下方位置で柱３６に接合されても良い。
【００３３】
また、直方体形状の建物ユニット３２の上方に載置される屋根パネル３３に、前述の天井
構造体４２を設置し、この建物ユニット３２の天井高さを高く設定しても良い。
【００３４】
【発明の効果】
請求項１又は２に記載の発明に係る建物ユニットによれば、屋根パネルを取り付けるため
のコストを低減でき、また、請求項３又は４に記載の発明に係るユニット建物の屋根構造
によれば、建物ユニットの生産性を向上させることができると共に、建物ユニットの天井
高さを高く設定でき、更に、屋根パネルを取り付けるためのコストを低減できる。
【図面の簡単な説明】
【図１】図１は、本発明に係る建物ユニットの一つの実施の形態を示す側面図である。
【図２】図２は、図１の建物ユニットに載置される屋根パネル及び天井構造体を示す側断
面図である。
【図３】図３は、図２の屋根パネルのフレームを示す平面図である。
【図４】図４は、図１及び図２における建物ユニットと屋根パネルの棟側の支持構造を示
す側面図である。
【図５】図５は、図４の V 矢視図である。
【図６】図６は、図１及び図２における建物ユニットと屋根パネルの軒先側の支持構造を
示し、（Ａ）が側面図、（Ｂ）が図６（Ａ）の VIＢ矢視図、（Ｃ）が図６（Ａ）の VIＣ矢
視図である。
【図７】図７は、図２の VIIー VII 線に沿う断面図である。
【図８】図８は、第１従来技術のユニット建物の屋根構造を示す概略側面図である。
【図９】図９は、第２従来技術の建物ユニットを示す側面図である。
【図１０】図１０は、図９の建物ユニットに載置される屋根を示す側断面図である。
【符号の説明】
３０　ユニット建物
３１　建物ユニット
３３　屋根パネル
３６　柱
３７　天井梁
３７Ａ、３７Ｂ　桁天井梁（第１組の天井梁）
３７Ｃ、３７Ｄ　妻天井梁（第２組の天井梁）
４２　天井構造体
４３　流梁
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４４　床梁
４５　継梁
４６　軒梁
４７　天井根太
４８　天井木桟
４９　天井面材
５１、５２　台座

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】 【 図 ７ 】

(8) JP 3898304 B2 2007.3.28



【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】
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